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昨
年
十
一
月
二
十
日
、
新
岩
手
農
協

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

雫
石
町
農
業
経
営
者
協
議
会
（
桜
糀
哲

也
会
長
）
が
主
催
し
農
業
振
興
を
語
る

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
農
業
振

興
を
語
る
会
は
、
昨
年
ま
で
農
業
委
員

会
と
経
営
者
協
議
会
が
意
見
交
換
会

と
し
て
実
施
し
て
い
た
も
の
を
、
深
谷

雫
石
町
長
、
農
林
課
、
新
岩
手
農
業
協

同
組
合
南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の

農
業
関
係
者
が
集
ま
り
、
広
く
意
見
の

交
換
を
行
お
う
と
企
画
さ
れ
、
農
業
委

員
会
か
ら
は
菅
原
会
長
を
は
じ
め
総

務
委
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

語
る
会
に
は
約
三
十
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、「
経
営
者
協
議
会
組
織
へ

の
支
援
に
つ
い
て
」、「
親
元
就
農
支
援

に
つ
い
て
」、「
担
い
手
育
成
強
化
に
つ

い
て
」、「
農
地
の
利
用
集
積
に
つ
い

て
」、「
町
独
自
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進
に
つ
い
て
」
の
五
項
目
を
テ
ー

マ
と
し
て
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

話
の
中
で
、﹃
親
元
就
農
支
援
に
つ

い
て
、
町
独
自
で
の
支
援
制
度
が
あ
れ

ば
い
い
。﹄、﹃
担
い
手
の
育
成
に
は
ま

ず
仲
間
づ
く
り
が
大
事
。
農
協
青
年

部
へ
の
助
成
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
て
欲
し

い
。﹄、﹃
ア
グ
リ
堆
肥
の
使
用
に
よ
り

安
全
安
心
な
野
菜
で
あ
る
こ
と
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
。﹄﹃
国

の
制
度
が
ど
う
の
こ
う
の
と
言
う
よ

り
、
雫
石
町
か
ら
発
信
し
て
国
を
動
か

す
と
い
っ
た
考
え
方
を
し
て
も
い
い
の

で
は
？
﹄
と
い
っ
た
意
見
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
語
る
会
で
述
べ
ら
れ
た
意
見

は
、
雫
石
町
農
業
委
員
会
の
活
動
計
画

に
農
家
の
声
と
し
て
反
映
さ
せ
、
委
員

会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
町
に
行
う
建
議
等
に
よ
り
、
雫
石

町
農
業
の
振
興
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

雫
石
町
の
農
業
振
興
を
語
る
会

　
　
〜
情
報
交
換
に
よ
る

　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
農
業
振
興
へ
〜

「農業振興を語る会」
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農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年

度
の
予
算
編
成
を
控
え
た
、
昨
年
十
一

月
二
十
七
日
、
菅
原
会
長
ほ
か
五
人
が

深
谷
町
長
を
訪
問
し
、
農
業
者
の
声
が

反
映
さ
れ
、
ま
た
、
本
町
の
農
業
を
持

続
的
に
発
展
さ
せ
、
農
村
の
更
な
る
振

興
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
雫
石
町
農
業

農
村
振
興
に
関
す
る
建
議
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

建
議
に
つ
い
て
は
、
米
価
の
大
幅
下

落
へ
の
対
策
に
関
す
る
事
項
か
ら
、
担

い
手
の
確
保
、
育
成
支
援
策
等
の
農
業

の
活
性
化
に
係
る
事
項
な
ど
七
項
目
に

わ
た
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
内
の
農

業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

１
．
米
価
暴
落
緊
急
対
策
に
つ
い
て

２
．
米
政
策
の
見
直
し
と
水
田
フ
ル
活

用
に
つ
い
て

３
．
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

４
．
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
確
保
、
育

成
と
支
援
策
に
つ
い
て

５
．
農
村
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

６
．
農
産
物
等
の
販
売
促
進
と
情
報
発

信
の
推
進
に
つ
い
て

７
．
畜
産
・
酪
農
基
盤
の
強
化
に
つ
い

て

雫
石
町
農
業
農
村
振
興
に
関
す
る
建
議

農
村
の
さ
ら
な
る
振
興
を
目
指
し
て

　

昨
年
、
十
一
月
二
十
五
日　

小
志
戸

前
健
一
さ
ん　

江
梨
香
さ
ん
ご
夫
妻

と
、
ご
両
親
で
あ
る
直
美
さ
ん　

美
枝

子
さ
ん
の
ご
家
族
が
、
深
谷
町
長
、
菅

原
農
業
委
員
会
会
長
の
立
会
の
も
と
に

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
農
業
経
営
の
目
標

や
営
農
計
画
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
家
族
の
間
で
役
割
分
担
や
休
日
、

給
与
、
労
働
時
間
な
ど
の
就
業
条
件
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

調
印
式
に
出
席
し
た
経
営
主
の
健
一

さ
ん
と
江
梨
香
さ
ん
は
「
こ
の
協
定
締

結
を
機
会
に
、
夫
婦
、
家
族
間
で
の
役

割
を
確
認
し
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
を

行
い
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
、
津
波
、
原
発
事
故
か
ら
四
年

に
も
な
り
、
被
災
地
で
は
住
民
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
の
懸
命
な
取
り
組
み
に

よ
り
再
建
が
徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
早

期
の
復
旧
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

雫
石
町
に
お
い
て
も
、
一
昨
年
の
局

地
的
集
中
豪
雨
や
台
風
十
八
号
に
よ
る

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
本
年

は
完
全
復
旧
が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
、
地
域
の
皆
様
、
各
関
係
機
関
、

団
体
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、更
に
は
、

昨
年
に
は
米
の
価
格
の
大
幅
な
下
落
に

よ
り
、
農
業
収
入
の
減
収
や
将
来
の
不

安
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
農
業
の
成
長

建
議
に
寄
せ
て
　
　
　
雫
石
町
農
業
委
員
会
会
長
　
菅
　
原
　
久
　
耕

産
業
化
に
向
け
た
農
政
改
革
、
農
協
と

農
業
委
員
会
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
、

農
業
、
農
村
は
大
き
な
変
換
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
雫
石
町

農
業
委
員
会
で
は
、
本
町
の
農
業
を
持

続
的
に
発
展
さ
せ
、
農
村
の
さ
ら
な
る

復
興
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
昨
年

十
一
月
二
十
七
日
に
雫
石
町
長
に
建
議

書
の
提
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
国
の
新
た
な
農
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
農
地
中
間
管
理
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
、
間
も
な
く
一
年
に
な
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
と
も
に
、
農
地
の
確
保
と
担
い

手
へ
の
利
用
集
積
に
向
け
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
、
中
心
経

営
体
と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な

る
担
い
手
の
確
保
と
育
成
が
重
要
で
あ

り
、
町
当
局
と
の
連
携
の
も
と
支
援
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

国
に
お
い
て
も
、
地
方
創
生
に
か
か

る
具
体
的
な
施
策
等
が
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
山
間
地
域
が
多
い
岩
手
県

で
は
、
農
林
業
の
復
興
が
地
方
創
生
の

重
要
な
鍵
を
握
っ
て
お
り
、そ
の
中
で
、

地
域
を
熟
知
し
農
業
者
の
代
表
で
も
あ

る
農
業
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農

業
者
の
も
っ
と
も
身
近
な
存
在
と
し
て

与
え
ら
れ
た
責
務
と
役
割
を
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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家族経営協定締結のすすめ

夢のある元気な農業経営のために　家族経営協定を締結しましょう !!

　家族経営協定はワーク・ライフ・バランスの実現にも有効です

　家族経営協定とは、家族で取り組む農業経営について、経営の方針や家族一人
ひとりの役割、就業条件などについて家族みんなで話し合いながら取り決める、
いわば家族間でのルールづくりです。
　女性は農作業に加え、家事・育児・介護などを担当し男性に比べ労働時間が長
くなる傾向があるので、家族で十分話し合い、家族経営協定の中で農業・生活の
役割分担を決めることはワーク・ライフ・バランスの実現にも有効です。
　また、経営を担う一員としての役割を明確にすることで、農業経営の方針決定
への女性の参画も促進することができます。
　雫石町での家族経営協定の締結状況は、平成９年度から現在56組の家庭で協定
が結ばれています。
　協定を締結したご家庭を対象にしたアンケートでは協定締結後、経営面、生活面で良い方向に変化があった
事項について以下のような結果となりました。
　

　家族経営協定締結後、経営面で良い方向に変化があったことは？

上位５位の回答（複数回答可）

１　位 家族での話し合いの機会が増えた 50.0％
２　位 共同経営者としての自覚が増した 37.5%
２　位 経営の役割が明確になった 37.5%
４　位 作業効率が向上した 25.0％
５　位 経営の方針決定への参画が進んだ 18.8%

　家族経営協定締結後、生活面で良い方向に変化があったことは？

上位５位の回答（複数回答可）

１　位 家族での話し合いの回数が増えた 40.6%
１　位 家事の役割分担が明確になった 40.6%
３　位 自分の意見が家族に向けて言えるようになった 28.1%
４　位 家事労働への家族の理解が深まった 25.0％
５　位 しきたり的な固執した考え方にとらわれなくなった 12.5%

　また、家族経営協定を結ぶと農業者年金の保険料について一定割合の助成を受けることができるなどのメリッ
トもあります。
　家族経営協定締結のお問い合わせは「雫石町農業委員会　692-6414（直通）」まで

※ワーク・ライフ・バラ
ンスとは？

　　　老若男女誰もが、仕事、
家庭生活、地域生活、個
人の自己啓発など、様々
な活動について、自ら希
望するバランスで展開で
きる状態のこと。
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編

集

後

記

　
農
業
者
の
高
齢
化
。

　
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
安
価
な
外
国
農
産
物

の
輸
入
増
大
。

　
瑞
穂
の
国
の
農
業
は
い
ず
こ
へ
。

　

同
い
年
の
安
倍
君
は
何
を
食
っ
て

育
っ
た
の
か
？
車
？

（
広
報
委
員
　
谷
　
地
　
博
　
司
）

　

平
成
二
十
七
年
の
農
作
業
も
本
格
的

に
稼
働
す
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
年
も
い
つ
も
の
よ
う
に
田
畑
を
耕

耘
し
種
を
蒔
き
、
素
晴
ら
し
い
農
産
物

の
ご
褒
美
を
頂
い
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

町
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
れ
ば
あ
り
が
た

い
ん
で
す
け
ど
ね
ぇ
。

（
広
報
委
員
　
柿
　
木
　
　
　
茂
）

一
年
生
委
員
の
つ
ぶ
や
き

岡
　
森
　
喜
与
一

　

私
の
地
元
、
上
長
山
地
域
に
は
古
き

良
き
風
習
？
が
残
っ
て
い
る
所
で
、
田

植
が
終
わ
っ
て
の「
さ
な
ぶ
り
会
」、
秋

の「
収
穫
祭
」
に
は
必
ず
農
業
委
員
が

呼
ば
れ
ま
す
。（「
新
年
会
」「
花
見
会
」

な
ど
に
も
声
を
か
け
て
く
れ
る
集
落
も

農地情報が閲覧できるようになります

　農地法改正により、平成27年４月からどなたでも農地情報の一部をインターネットや農業
委員会窓口で見ることができるようになります。
　インターネットの「農地情報公表システム」では、地図上で農地の場所や面積、地目などの
基本情報を見ることができますが、所有者や耕作者の氏名は公表されません。
　農業委員会の窓口では、農地を特定して閲覧申請をすれば、インターネットで見ることがで
きる情報のほかに、所有者や耕作者の氏名も含めた情報を閲覧できます。ただし、書面で交付
を受ける際には、所有者や耕作者の氏名は印字されていない文書となります。
　なお、農業委員会での閲覧や書面の交付にあたっては、町条例に基づいて一筆300円の手数
料がかかりますのでご理解をお願いします。

【問合せ先：農業委員会事務局　692-6414（直通）】

農地情報をインターネットで見るには
　⇒「全国農地ナビ」で検索

あ
り
ま
す
。）

　

初
め
の
頃
は
慣
れ
ぬ
酒
宴
に
緊
張
し

ま
し
た
が
、
三
年
目
に
な
る
と
情
報
交

換
の
良
い
機
会
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
指
導
に
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

１．田の部
地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考

雫 　 石 12,000 15,000 3,000 63
御 　 所 8,100 12,000 2,000 100
西 　 山 11,700 15,800 4,000 85
御 明 神 8,600 13,000 4,000 72

（参考）雫石町平均 9,900 320
２．畑の部

地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考
雫 　 石 5,000 5,000 5,000 1
御 　 所 1,100 1,100 1,100 13
西 　 山 9,500 15,000 3,700 6
御 明 神 3,800 10,000 3,000 8

（参考）雫石町平均 3,800 28
	

雫石町農地賃借料情報

　平成26年1月から同年12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当り ) は以下のとおり
です。
　　　　平成 27 年 1 月 20 日

雫石町農業委員会

※ 1　データ数は、集計に用いた筆数です。					   
※ 2　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり 7,900 円に換算しています。				  
※ 3　金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としています。					  
※ 4　「（参考）雫石町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値です。

みんなで読もう

農家の経営とくらしに役
立つ情報をお届けしま
す！

●発行日：毎週金曜日
●購読料：１ケ月600円
●申　込：農業委員会事務
　　　　　局へ

全国農業新聞

700 円


